














































































































































年以上続いている、成城学園高等学校の特色ある講座である。表 2は発足 3 年目、
当時全学年必修としていたので、その完成年度である 1969 年度（昭和 44 年度）






の関係で開講できないこともあったが）約 15 回開講してきた。履修者は、20 名











告人の少年に対し当初 1 人を除く 11 人が有罪と言っていたのが、最終的には 12
人全員で無罪という評決を下す。その間の議論を描いたものである。
　授業としては、2 人目の無罪票が出てきたところで映画を一旦ストップし、「最
終的には 12 人全員一致で無罪の評決を下すこと」を生徒に告げ、2 人目から 12
人目までどういう順番で有罪から無罪に意見を変えていくかを各自に予想させた













































































































・G.H.Russell ＆ K.Black,Jr. Human Behavior in Business 1972．
・C.Argyris Personality and Organization 1958.　
・K.Lewin Field Theory in Social Science 1951.
